
 

輪になって学ぶ 

                          校長  藤本 光子 

新年あけましておめでとうございます。 

本年も美しが丘東小学校の子どもたち、保護者の皆様、地域の皆様にとって幸多き年になりますよ

う心からお祈り申し上げます。 

 

さて、新年になると気持ちも新たになり、目標を立ててみたくなるものです。私の今年の目標はいろ

いろありますが、そのうちの一つとして「もっとたくさん授業中の子どもたちの姿を見る」ということを掲

げてみました。特別な出前授業などを参観する機会は多いのですが、日常の何気ない授業をじっくり

と見る時間が少ないです。今年は、もっと日々の子どもたちの姿をたくさん見たいと思います。 

特に、私が見たい場面は、授業中、子どもたちが「輪」をつくるところ、つまり、話し合う場面やアド

バイスし合う場面で頭を寄せ合い、友達と一緒に学びを進めているところです。 

実は先日、思いがけずこの「輪」を発見したことがありました。担

任から、体育の時間に、マット運動の学習の締めくくりとしてクラス

内発表会を開く、と連絡をもらい参観したときのことです。この発表

会は、これまで練習してきた技を一人ずつ発表してもよいし、友達と

一緒に発表してもよい、そんなフリースタイルな会でした。みんな自

分の技をドキドキしながら披露し、拍手や賞賛を受けてとても嬉しそ

うでした。 

その中で、なるほど、と感心した発表がありました。それは、「ゆりかご」という技の発表です。「ゆり

かご」とは後転技につながる技のことで、背中を丸めて後ろに転がり両手でぐっと体を支えて静止し

ます。技としてはそれほど難しくなく、発表の技として選ばれることもほとんどありません。ところが、こ

の「ゆりかご」を選んだグループがあったのです。複数人で輪をつくり、同時に息を合わせて披露する

ことで、まるで一輪の花の花弁が開くようにとても美しく見えました。友達とタイミングを合わせること

を重視して練習を重ね、技をより美しく見せようとする姿がとても心に残りました。 

 

学校での授業スタイルは、今後もどんどん変わっていきます。ICT を活用することはもちろん、学び

の質も変わり、「どのように学ぶのか」という学習過程そのものが学力として重要視されています。こ

れからも子どもの思いを真ん中にした授業づくりに取り組み、知識・技能をどのように習得し、どのよ

うに活用するかを大切にして、学力を育んでいきたいと思います。 
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「ゆめもりルーム」が誕生しました 

 年度初めにお知らせしましたプレハブ棟２階の「旧視聴覚室」ですが、新たに「ゆめもりルーム」とい

う名前に決定しました。４年生以上の子どもたちにアンケートをとったところ、「ゆめもり」という言葉に

思いを寄せる意見がとても多く見られました。「いろいろな人の思いが集まってほしい」「ゆめもりの木

（昇降口前の木）のように長く慕われてほしい」など、たくさんの思いが込められています。設営にあた

り、PTA の皆様にもお力添えをいただきました。ありがとうございました。  


